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遺 伝 資 源 の 利 益 配 分 と 知 的 財 産 権 ： 生 物 多 様 性 条 約 の 経 験 か ら  

 

 キ ー ワ ー ド  遺 伝 資 源 ・ 利 益 配 分 ・ 知 的 財 産 権 ・ 生 物 多 様 性 条 約  

 

は じ め に  

 

現 在 、 植 物 、 動 物 、 微 生 物 そ の 他 、 生 物 の 遺 伝 資 源 の 利 用 か ら 生 じ た

利 益 の 配 分 を め ぐ る 新 た な 国 際 的 枠 組 み を め ぐ る 議 論 が 、 生 物 多 様 性 条

約 （ Convention on Biological Diversity: CBD ） の 下 で 大 き な 関 心 を 集 め て い る 。

こ れ は 、 「 遺 伝 資 源 へ の ア ク セ ス と 利 益 配 分 （ Access and Benefit-Sharing: 

ABS ） に 関 す る 国 際 レ ジ ー ム 」 （ ABS 国 際 レ ジ ー ム ） と 呼 ば れ て い る 。

こ の 問 題 は 、 バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー や 、 医 薬 品 、 種 子 、 農 薬 、 園 芸 品 な ど

の 遺 伝 資 源 を 利 用 す る 分 野 に 密 接 に 関 連 し 、 ま た 、 特 許 等 の 知 的 財 産 権

に も 密 接 に 関 連 す る こ と か ら 、 締 約 国 の 政 府 関 係 者 だ け で な く 、 産 業 界

お よ び 研 究 機 関 も そ の 動 向 に 大 き く 注 目 し て い る 。  

2010 年 10 月 に 愛 知 県 名 古 屋 市 で 開 催 さ れ る 、 生 物 多 様 性 条 約 の 第 10 回

締 約 国 会 議 （ COP10 ） は 、 重 要 議 題 の 一 つ に こ の 「 ABS 国 際 レ ジ ー ム 」

を 挙 げ て お り 、 国 際 的 に も 国 内 的 に も 大 き な 転 換 点 と な る 可 能 性 を 孕 ん

で い る 。  

本 稿 は 、 CBD の 下 で 議 論 が 続 け ら れ て い る ABS 国 際 レ ジ ー ム を 中 心 と

し て 、 遺 伝 資 源 の 利 益 配 分 と 知 的 財 産 権 を め ぐ る 現 状 と 諸 問 題 に 関 し て

検 討 す る も の で あ る 。  

 

１ ． 生 物 多 様 性 条 約 に お け る 遺 伝 資 源 と 知 的 財 産 権  

１ ． １  生 物 多 様 性 条 約 の 特 徴  

 

1992 年 、 環 境 と 開 発 に 関 す る 国 連 会 議 （ リ オ ・ サ ミ ッ ト ） に お い て 採

択 さ れ た 生 物 多 様 性 条 約 1 は 、 「 生 物 多 様 性 の 保 全 」、 「 生 物 多 様 性 の

構 成 要 素 の 持 続 可 能 な 利 用 」、 お よ び 「 遺 伝 資 源 の 利 用 か ら 生 じ た 利 益

の 公 正 か つ 衡 平 な 配 分 」 の ３ つ の 目 的 を 柱 と し て お り 2 、 環 境 の 保 護 ・

保 全 を 目 的 と し な が ら も 、 利 益 の 配 分 、 先 住 民 の 伝 統 的 知 識 の 尊 重 、 バ

                                                  
1  2009 年 12 月 現 在 、 締 約 国 は EC を 含 め 193 ヶ 国 に ま で 達 し て お り 、 地 球

上 の ほ ぼ 全 て の 国 が 参 加 し て い る 。 た だ し 、 ア メ リ カ は 署 名 の み で 批 准

を し て い な い 。 The Secretariat of the Convention on Biological Diversity 
<http://www.cbd.int/convention/parties/list/> last visited 15 June 2009.  

2  CBD 第 1 条 。  
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イ オ テ ク ノ ロ ジ ー の 取 り 扱 い お よ び 知 的 財 産 権 に 関 す る 問 題 を も 対 象 と

す る 、 こ れ ま で の 環 境 保 全 条 約 と は 異 な る 特 徴 を 持 つ 条 約 で あ る 3 。  

も う 一 つ の 特 徴 は 、 「 枠 組 み 条 約 」 で あ る と い う こ と で あ る 。 「 枠 組

み 条 約 」 と は 、 条 約 の 目 的 や 一 般 的 義 務 等 に つ い て 規 定 し 、 詳 細 な 義 務

や 規 制 内 容 は 事 後 に 開 か れ る 締 約 国 会 議 で 締 結 さ れ る 「 議 定 書 」 に お い

て 定 め る 方 式 を い う 。 従 っ て 、 CBD の 条 文 は 、 そ の ほ と ん ど が 一 般 的 な

政 策 目 標 と し て の 特 徴 し か 有 し て お ら ず 、 具 体 的 な 内 容 の 実 施 は 各 締 約

国 の 裁 量 に 大 き く 任 さ れ て い る 4 。  

そ の た め 、 遺 伝 資 源 の 利 益 配 分 や 知 的 財 産 権 と 関 連 す る 技 術 の 移 転 に

関 し て も 、 各 国 の 国 内 法 上 、 行 政 上 、 政 策 上 の 措 置 に よ っ て 実 施 さ れ る

こ と に な っ て お り 、 CBD 自 体 が 直 接 利 益 配 分 の 実 施 や 技 術 の 移 転 を 義 務

付 け る 形 に は な っ て い な い 。  

 

１ ． ２  起 草 経 緯 ： 1992 年 当 時 に お け る 知 的 財 産 権 を め ぐ る 対 立  

 

遺 伝 資 源 の 利 用 と 知 的 財 産 権 に 関 す る 問 題 は 、 CBD が 起 草 さ れ た 1980

年 代 後 半 か ら 、 途 上 国 と 先 進 国 と の 間 で 主 要 な 論 点 と し て 認 識 さ れ て い

た 。  

遺 伝 資 源 の 利 用 か ら 生 じ た 利 益 の 公 正 か つ 衡 平 な 配 分 と い う 概 念 が 浸

透 し て い な か っ た 当 時 、 先 進 国 の 企 業 や 研 究 者 は 、 遺 伝 資 源 の 豊 富 な 地

域 （ 主 に 途 上 国 ） へ 行 き 、 そ の 遺 伝 資 源 や 伝 統 的 に 先 住 民 お よ び 地 域 共

同 体 に よ っ て 保 全 さ れ て き た 遺 伝 資 源 ま た は 伝 統 的 知 識 を 入 手 し て 、 そ

れ ら の 開 発 お よ び 特 許 等 の 知 的 財 産 権 を 取 得 し て き た が 、 遺 伝 資 源 の 原

産 国 や 先 住 民 ・ 地 域 共 同 体 と 、 利 益 配 分 や 技 術 移 転 に 関 す る 取 り 決 め を

結 ぶ よ う な 例 は ほ と ん ど 無 か っ た 5 。 一 方 途 上 国 は 、 遺 伝 資 源 や 伝 統 的

知 識 を 利 用 し て 生 ま れ た 研 究 成 果 に つ い て 、 先 進 国 の 企 業 や 研 究 者 ・ 開

発 者 に は 知 的 財 産 権 と い う 排 他 的 権 利 が 与 え ら れ 、 そ れ に よ っ て 利 益 を

上 げ て い る に も か か わ ら ず 6 、 そ れ ら の 提 供 者 で あ る 途 上 国 や 先 住 民 ・

                                                  
3  Désirée M. McGraw (2002), “ The CBD –  Key Characteristics and Implications for 

Implementation, ”  RECEIL, 11(1), p.22.  
4  例 え ば 、 ABS に 関 し て CBD 第 15 条 7 項 、 第 16 条 3 項 、 第 19 条 1 項 な

ど 。  
5  大 澤 麻 衣 子 （ 2002 ） 「 生 物 多 様 性 条 約 と 知 的 財 産 権 － 環 境 と 開 発 の

リ ン ク が も た ら し た 弊 害 と 課 題 」 『 国 際 問 題 』 第 510 号 、 56-69 頁 。  
6  例 え ば 、 1950 年 代 、 マ ダ ガ ス カ ル に 自 生 す る ニ チ ニ チ ソ ウ （ rosy 
periwinkle ） か ら 、 米 製 薬 企 業 の Eli Lilly 社 が 、 急 性 リ ン パ 性 白 血 病 に 効 果

の あ る 2 種 類 の ア ル カ ロ イ ド が 単 離 ・ 特 許 を 取 得 し た 事 例 。 そ れ ら を 利

用 し た 特 効 薬 の 利 益 は 、 年 間 1 億 8000 万 ド ル と な っ た 。 田 上 麻 衣 子
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地 域 共 同 体 に 対 し て は 、 利 益 の 還 元 も 知 的 財 産 権 に よ る 保 護 も 与 え ら れ

な い と い う こ と に 対 し て 、 強 い 不 満 を 感 じ る よ う に な っ て い た 。 そ の た

め 、 途 上 国 は 、 遺 伝 資 源 を 含 む 生 物 資 源 に 対 す る 主 権 を 強 く 主 張 し 、 ま

た 、 先 進 国 に 対 す る 技 術 移 転 や 資 金 援 助 を 含 む 利 益 配 分 を 義 務 付 け る こ

と に よ っ て 南 北 問 題 の 解 決 に 役 立 て る こ と を 考 え て い た 。 ま た 、 遺 伝 資

源 等 を 利 用 し た 発 明 に 対 す る 特 許 等 の 知 的 財 産 権 に よ る 保 護 は 、 途 上 国

へ の 技 術 移 転 の 障 害 に な る と し て 、 知 的 財 産 権 に よ る 保 護 に 制 限 を 加 え

る こ と を 主 張 し た 。  

こ れ に 対 し て 先 進 国 は 、 知 的 財 産 権 の 適 切 な 保 護 な く し て 、 遺 伝 資 源

の 調 査 、 研 究 、 開 発 お よ び 外 国 投 資 は な く 、 生 物 多 様 性 の 保 全 も 達 成 さ

れ な い と 主 張 し 、 知 的 財 産 権 が 生 物 多 様 性 の 保 全 に と っ て 重 要 な 役 割 を

果 た す こ と を 強 調 し た 7 。  

激 し い 交 渉 の 末 、 1992 年 に 採 択 さ れ た 条 文 は 先 進 国 ・ 途 上 国 両 者 に と

っ て 満 足 い く も の で は な か っ た 。 途 上 国 が 主 張 し た 、 遺 伝 資 源 の 利 用 か

ら 生 じ た 利 益 の 公 正 か つ 衡 平 な 配 分 や 、 緩 和 さ れ た か つ 特 恵 的 な 条 件 の

下 で の 技 術 移 転 （ 知 的 財 産 権 で 保 護 さ れ た 技 術 を 含 む ）、 遺 伝 資 源 を 基

礎 と す る バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー か ら 生 じ た 成 果 お よ び 利 益 の 優 先 的 取 得 に

関 す る 事 項 は 、 CBD の 条 文 に 反 映 さ れ る こ と に な っ た が 、 こ れ ら は 「 相

互 に 合 意 す る 条 件 で 」 実 施 さ れ る こ と に な っ て お り 、 先 進 国 側 に 大 き く

裁 量 を 残 し た 形 に な っ て い る 8 。 ま た 、 先 進 国 に と っ て も 、 途 上 国 に お

け る 生 物 多 様 性 を 保 全 し 、 今 後 も 活 用 す る た め 、 上 記 の よ う に 途 上 国 に

と っ て 有 利 な 内 容 を 認 め 、 主 に 先 進 国 か ら の 拠 出 に よ る 資 金 供 与 制 度 な

ど を 設 け る な ど 、 大 き く 譲 歩 を せ ざ る を 得 な か っ た 。  

そ の よ う な 中 、 最 も 対 立 が 激 し か っ た の は 、 技 術 移 転 と 知 的 財 産 権 の

関 係 を 定 め る 第 16 条 5 項 で あ る 。 同 条 第 5 項 は 、 「 締 約 国 は 、 特 許 権 そ

の 他 の 知 的 財 産 権 が こ の 条 約 の 実 施 に 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ る こ と を

認 識 し 、 そ の よ う な 知 的 財 産 権 が こ の 条 約 の 目 的 を 助 長 し か つ こ れ に 反

し な い こ と を 確 保 す る た め 、 国 内 法 及 び 国 際 法 に 従 っ て 協 力 す る 」 こ と

を 求 め て お り 、 途 上 国 は こ れ を 、 知 的 財 産 権 の 主 張 に よ っ て CBD の 目 的

                                                                                                                                                                     
（ 2008 ） 「 遺 伝 資 源 及 び 伝 統 的 知 識 を め ぐ る 議 論 の 調 和 点 」 『 知 的 財 産

法 政 策 学 研 究 』 第 19 号 、 167-190 頁 参 照 。  
7  Lyle Glowka, Françoise Burhenne-Guilmin and Hugh Synge in collaboration with Jeffrey A. 

McNeely and Lothar Gündling (1994), A Guide to the Convention on Biological Diversity, IUCN, 
pp.1-6; Melinda Chandler (1993), “ The Biodiversity Convention: Selected Issues of Interest to the 

International Lawyer, ” Colorado Journal of International Environmental Law and Policy 4, 
pp.161-164.  

8  Chandler, supra note 7, pp.164-165.  
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で あ る 技 術 移 転 お よ び 利 益 配 分 を 阻 害 し て は な ら な い こ と を 定 め て い る

と 解 釈 し た 。 こ れ に 対 し て 先 進 国 は 、 同 条 2 項 に お い て 、 「 特 許 権 そ の

他 の 知 的 財 産 権 に よ っ て 保 護 さ れ る 技 術 の 取 得 の 機 会 の 提 供 及 び 移 転 に

つ い て は 、 当 該 知 的 財 産 権 の 十 分 な 保 護 を 承 認 し 及 び そ の よ う な 保 護 と

両 立 す る 条 件 で 行 う 」 と し 、 知 的 財 産 権 の 保 護 が 優 先 す る と 主 張 す る が 、

こ の 規 定 は 但 し 書 き に お い て 「 第 3 項 か ら 第 5 項 ま で の 規 定 と 両 立 す る

よ う に 適 用 す る 」 9 と な っ て お り 、 途 上 国 の 主 張 す る 解 釈 を 完 全 に 排 除

す る こ と が 困 難 で あ っ た 。 ア メ リ カ は 、 こ の 条 文 が 国 内 の バ イ オ テ ク ノ

ロ ジ ー 産 業 に 与 え る マ イ ナ ス の 影 響 を 考 慮 し 、 最 終 的 に 条 約 の 批 准 を 拒

否 し た 。 ま た 、 い く つ か の 先 進 国 は 知 的 財 産 権 の 保 護 を 尊 重 す る と い う

主 張 を 付 し た 。  

こ の よ う に 生 物 多 様 性 条 約 に は 、 主 張 の 相 反 す る 両 案 を 反 映 さ せ た た

め に 、 一 貫 性 を 欠 く 規 定 や 不 明 確 な 規 定 が 多 く 存 在 し て い る 。 こ れ は 当

初 、 生 物 多 様 性 「 保 全 」 を 目 的 と し た 環 境 保 護 条 約 に 、 急 遽 、 利 益 の 配

分 と い う 「 経 済 」 的 要 素 を 挿 入 し た こ と と 、 そ の た め に 条 文 の 交 渉 に 十

分 な 時 間 が 無 か っ た こ と な ど が 関 係 し て い る 。 そ の た め 、 特 に 、 利 益 配

分 や 技 術 移 転 、 知 的 財 産 権 に 関 し て 大 き く 不 満 の 残 っ た 途 上 国 は 、 CBD

発 効 以 降 も 継 続 し て さ ら な る 対 応 を 主 張 し て い く こ と に な る 。  

 

２ ．  CBD に お け る 利 益 配 分 と 知 的 財 産 権 に 関 す る 議 論 経 緯  

 

生 物 多 様 性 条 約 は 、 ほ ぼ 隔 年 で 、 条 約 に 関 す る 課 題 を 検 討 す る た め の

締 約 国 会 議 （ COP ） を 開 催 し 、 締 約 国 の CBD の 実 施 状 況 の 検 討 や 、 条 約

に 関 す る 重 要 課 題 お よ び 新 興 問 題 の 検 討 を 行 っ て い る 。 遺 伝 資 源 へ の ア

ク セ ス と 利 益 配 分 （ ABS ） や 知 的 財 産 権 は 、 CBD 発 効 以 降 、 毎 回 COP に

お い て 検 討 さ れ て お り 、 そ の 他 の 関 連 条 約 に お け る 議 論 と 並 行 し て 、 議

論 が 発 展 し て い る 。 以 下 に 、 利 益 配 分 と 知 的 財 産 権 に 関 わ る 生 物 多 様 性

条 約 と 関 連 条 約 の 経 緯 を 表 に ま と め る （ 表 １ 参 照 ）。  

CBD が 採 択 さ れ て 以 降 、 知 的 財 産 権 や 遺 伝 資 源 に 関 連 す る 国 際 的 枠 組

                                                  
9  CBD 第 16 条 3 項 は 、 特 許 権 そ の 他 知 的 財 産 権 に よ っ て 保 護 さ れ る 技 術

の 移 転 を 、 相 互 に 合 意 す る 条 件 で 、 ま た 適 宜 、 国 内 立 法 上 、 行 政 上 、 政

策 上 の 措 置 を 取 る こ と を 義 務 付 け て い る 。 同 条 第 4 項 は 、 途 上 国 の 政 府

機 関 お よ び 民 間 部 門 （ 企 業 ） 双 方 の 利 益 の た め 、 自 国 の 民 間 部 門 に 対 し

て 技 術 移 転 を 円 滑 化 す る よ う 、 適 宜 、 国 内 立 法 上 、 行 政 上 、 政 策 上 の 措

置 を 取 る こ と を 義 務 付 け て い る 。 こ れ ら の 規 定 は 、 相 互 に 合 意 す る 条 件

で 、 ま た は 、 国 内 的 措 置 に よ っ て 円 滑 化 す る こ と が 求 め ら れ て お り 、 先

進 国 に と っ て 大 き な 裁 量 が 残 る 規 定 で あ る 。  
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み は 複 数 の フ ォ ー ラ ム に お い て 成 立 し て い る 。 1995 年 、 世 界 貿 易 機 関

（ WTO ） は 「 知 的 所 有 権 の 貿 易 関 連 の 側 面 に 関 す る 協 定 （ TRIPS ）」 を

採 択 し 、 同 フ ォ ー ラ ム で は CBD と TRIPS の 関 係 性 に 関 し て も 議 論 が さ れ

る こ と に な る 10 。 同 時 期 、 世 界 知 的 所 有 権 機 関 （ WIPO ） が 遺 伝 資 源 と 関

連 す る 先 住 民 の 伝 統 的 知 識 に 関 し て 検 討 を 始 め た た め 、 WIPO と も 連 携 協

力 を し て い く こ と に な る 11 。 さ ら に 、 植 物 遺 伝 資 源 の 保 全 と 持 続 可 能 な

利 用 に 関 し て は 国 連 食 糧 農 業 機 関 （ FAO ） と 協 力 を し て い る 。 特 に 、

FAO と は 、 そ の 目 的 が （ 植 物 ） 遺 伝 資 源 の 保 全 と 持 続 可 能 な 利 用 、 そ の

利 用 か ら 生 じ た 利 益 の 配 分 、 と 一 致 し て お り 相 互 の 関 連 性 が 強 い 。 こ れ

は 、 2001 年 に FAO が 採 択 を し た 、 食 料 お よ び 農 業 に 関 す る 植 物 遺 伝 資 源

を 対 象 と し た 「 食 料 農 業 植 物 遺 伝 資 源 国 際 条 約 」 （ ITPGR ） に も 反 映 さ

れ て い る 12 。  

CBD は こ れ ら の 関 連 機 関 （ 枠 組 み ） と 相 互 に 影 響 を 及 ぼ し な が ら 、

ABS に 関 す る 議 論 を 進 め て い る 。  

 

表 １ ： 利 益 配 分 と 知 的 財 産 権 に 関 わ る 生 物 多 様 性 条 約 と 関 連 条 約 の 歴 史

的 流 れ  
 CBD  関 連 条 約  
1992
年  

リ オ ・ サ ミ ッ ト ： CBD 採 択  

1993
年  

CBD 効 力 発 生  

1995
年  

COP 2  WTO ： TRIPS
発 効  

1999
年  

ABS 専 門 家 パ ネ ル   

2001
年  

第 1 回 ABS 作 業 部 会  FAO ： ITPGR
採 択  

2002
年  

COP 6 ： ボ ン ・ ガ イ ド ラ イ ン 採 択   
ヨ ハ ネ ス ブ ル グ ・ サ ミ ッ ト ： ABS 国 際

レ ジ ー ム 検 討 確 認  

WTO ・

TRIPS ：  
ド ー ハ 宣 言 採

択  
2004
年  

COP 7 ： ABS 国 際 レ ジ ー ム の 交 渉 開 始  FAO ： ITPGR
発 効  

2006
年  

COP 8 ： 2010 年 ま で に ABS 国 際 レ ジ ー

ム の 作 業 完 了 を 確 認   
2009
年  

第 7 回 、 第 8 回 ABS 作 業 部 会  

2010
年  

第 9 回 ABS 作 業 部 会  
第 10 回 締 約 国 会 議 （ COP 10 ）  

                                                  
10  CBD COP2 (1995) Decision II/12.  
11  CBD COP3 (1996) Decision III/14.  
12  ITPGR 第 1 条 「 目 的 」 参 照 。  



6 
 

 

２ ． １  「 遺 伝 資 源 へ の ア ク セ ス と そ の 利 用 か ら 生 じ る 利 益 配 分 の

公 正 か つ 衡 平 な 配 分 に 関 す る ボ ン ・ ガ イ ド ラ イ ン （ ボ ン ・ ガ イ ド ラ

イ ン ）」 の 採 択 （ 1992 年 ～ 2002 年 ）  

 

CBD に お け る 知 的 財 産 権 の 問 題 は 、 遺 伝 資 源 へ の ア ク セ ス と 利 益 配 分

（ ABS ） の 問 題 と 不 可 分 で あ る 。 CBD は 、 1995 年 の 第 2 回 締 約 国 会 議

（ COP 2 ） 以 降 、 知 的 財 産 権 が CBD の 利 益 配 分 お よ び 技 術 移 転 に 関 す る

規 定 に 対 し て ど の よ う な 役 割 を 果 た す か に 関 す る 議 論 を 続 け て き た 。  

2000 年 、 COP 5 は 、 CBD の ABS に 関 す る 条 文 の 履 行 に 関 し て 、 締 約 国

や 利 害 関 係 者 を 支 援 す る ア プ ロ ー チ や ガ イ ド ラ イ ン を 作 成 す る こ と を 目

的 と し て 、 「 遺 伝 資 源 へ の ア ク セ ス と 利 益 配 分 に 関 す る ア ド ホ ッ ク 公 開

作 業 部 会 」 （ ABS 作 業 部 会 ） の 設 立 を 決 定 し た 13 。 そ し て 、 2001 年 の

ABS 専 門 家 パ ネ ル に お い て 、 ス イ ス 政 府 が 「 ABS ガ イ ド ラ イ ン 草 案 」 を

提 出 14 、 2002 年 の COP 6 に お い て 、 こ の ス イ ス 案 を ベ ー ス に 「 遺 伝 資 源

へ の ア ク セ ス と そ の 利 用 か ら 生 じ る 利 益 配 分 の 公 正 か つ 衡 平 な 配 分 に 関

す る ボ ン ・ ガ イ ド ラ イ ン （ ボ ン ・ ガ イ ド ラ イ ン ）」 が 採 択 さ れ る こ と に

な る 15 。 こ の 際 、 CBD お よ び 既 存 の 国 際 的 枠 組 み で は 利 益 配 分 が 十 分 に

実 施 さ れ て い な い 現 状 、 ま た 、 TRIPS に お い て 知 的 財 産 権 の 保 護 が 強 化

さ れ た こ と に 対 し て 不 満 を 募 ら せ て い た 途 上 国 は 、 遺 伝 資 源 に 関 連 す る

知 的 財 産 権 に 関 し て 新 た な 条 件 を 課 す と 共 に 、 利 益 配 分 を 確 実 な も の と

す る た め 、 拘 束 力 の あ る 文 書 （ 議 定 書 ） と し て の 採 択 を 考 え て い た 。 し

か し な が ら 、 先 進 国 の 強 い 反 発 お よ び 内 容 の 詳 細 に 関 し て 利 害 関 係 者 間

で 調 整 が 付 か な か っ た た め 、 最 終 的 に は 法 的 拘 束 力 を 持 た な い ガ イ ド ラ

イ ン と し て 採 択 さ れ る こ と に な っ た 。 

し か し な が ら 、 こ の ボ ン ・ ガ イ ド ラ イ ン は そ れ 自 体 拘 束 力 を 有 さ な い

も の の 、 当 時 、 先 進 国 と 途 上 国 180 カ 国 以 上 の 締 約 国 の 交 渉 の 上 に 採 択

さ れ た も の で あ り 、 そ の 重 要 性 は 大 き い 。 ま た 、 ボ ン ・ ガ イ ド ラ イ ン は

そ の 性 質 上 、 今 後 締 約 国 が ABS に 関 し て 立 法 上 、 行 政 上 、 政 策 上 の 措 置

を 策 定 す る 際 の 指 針 と な る こ と が 期 待 さ れ て お り 、 締 約 国 の 国 内 措 置 に

与 え る 影 響 も 大 き か っ た と さ れ る 。  
                                                  
13  CBD COP 5 (2000) Decision V/26.  
14  Study of Complementary Options to Address Access and Benefit-sharing in the Framework of the 
Convention on Biological Diversity: Draft Guidelines on Access and Benefit Sharing Regarding the 

Utilization of Genetic Resources, Submitted by Switzerland, UNEP/CBD/EP-ABS/2/INF/1 (30 January 
2001).  

15  CBD COP 6 (2002) Decision VI/24, Annex.  
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前 述 の 通 り 、 ボ ン ・ ガ イ ド ラ イ ン に 拘 束 力 は な く 、 そ の 内 容 は 勧 告 的

意 味 し か 有 さ な い 。 し か し な が ら 、 利 益 配 分 に 関 し て 非 常 に 具 体 的 か つ

実 用 的 な 内 容 と な っ て い る 。 ボ ン ・ ガ イ ド ラ イ ン は 、 遺 伝 資 源 へ の ア ク

セ ス に 関 し て 、 事 前 の 情 報 に 基 づ く 同 意 （ PIC ） や 相 互 に 合 意 す る 条 件

（ MAT ）、 利 益 配 分 の 内 容 な ど 、 手 続 き 面 で の 要 素 に 関 し て 詳 細 な 参 考

例 を 示 し て い る 16 。 利 益 配 分 に 関 し て は 、 配 分 さ れ る べ き 利 益 の 条 件 、

義 務 、 手 続 き 、 種 類 、 時 期 、 分 配 お よ び メ カ ニ ズ ム に 関 し て 詳 細 な 内 容

が 示 さ れ て い る 。 な お 、 ボ ン ・ ガ イ ド ラ イ ン は 配 分 さ れ る 利 益 の 種 類 と

し て 、 「 金 銭 的 利 益 （ monetary benefit ）」 お よ び 「 非 金 銭 的 利 益

（ non-monetary benefit ）」 で 分 け て お り 、 そ れ ぞ れ 具 体 的 な 内 容 の リ ス ト を

例 示 し て い る （ 表 ２ 参 照 ）。  

ま た 、 知 的 財 産 権 に 関 し て も 言 及 さ れ て い る 。 パ ラ グ ラ フ 16(d)(ii) に お

い て は 、 「 知 的 財 産 権 の 申 請 に お け る 遺 伝 資 源 の 原 産 国 、 先 住 民 お よ び

地 域 共 同 体 の 伝 統 的 知 識 、 工 夫 お よ び 慣 行 の 出 所 の 開 示 」 に 関 す る 措 置

を 取 る こ と を 締 約 国 に 推 奨 し 、 利 益 配 分 の 明 確 化 お よ び 促 進 を 図 っ て い

る 。 ま た 、 パ ラ グ ラ フ 43 の (c) と (d) で は 、 契 約 取 り 決 め に お け る 指 針 項 目

と し て 、 「 共 同 研 究 、 取 得 し た 発 明 に 関 す る 権 利 を 実 施 す る 義 務 、 お よ

び 共 同 の 合 意 に よ っ て 実 施 権 を 許 諾 す る 義 務 を 含 む 、 知 的 財 産 権 の 利 用

の た め の 規 定 」 （ パ ラ グ ラ フ 43(c) ）、 お よ び 「 貢 献 の 度 合 い に 応 じ た 知

的 財 産 権 の 共 同 所 有 の 可 能 性 」 （ パ ラ グ ラ フ 43(d) ） を 考 慮 す る こ と も 推

奨 し 、 こ れ ら の 要 素 は 、 相 互 に 合 意 す る 条 件 の 基 本 的 要 件 と し て 考 慮 す

る こ と も で き る と し て い る 。 し か し な が ら 、 知 的 財 産 権 自 体 の 取 り 扱 い

に 関 し て や そ の 具 体 的 な 利 益 配 分 の 方 法 （ ロ イ ヤ ル テ ィ 配 分 の 方 法 や 割

合 ） に 関 し て は 未 解 決 の ま ま と な っ て い る 17 。  

                                                  
16  事 前 の 情 報 に 基 づ く 同 意 に 関 し て パ ラ グ ラ フ 24 ～ 37 、 相 互 に 合 意 す

る 条 件 に 関 し て は パ ラ グ ラ フ 41 ～ 44 、 利 益 配 分 に 関 し て は パ ラ グ ラ フ 45
～ 50 お よ び 附 属 書 II を 参 照 。  

17  林 希 一 郎 （ 2007 ） 『 生 物 遺 伝 資 源 ア ク セ ス と 利 益 配 分 に 関 す る 理 論

と 実 際 － 新 医 薬 品 開 発 を 例 に 』、 大 学 教 育 出 版 、 35-36 頁 。  
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表 ２ ： ボ ン ・ ガ イ ド ラ イ ン に お い て 例 示 さ れ て い る 金 銭 的 利 益 及 び 非 金

銭 的 利 益 の 一 例  

金 銭 的 利 益  非 金 銭 的 利 益  

ア ク セ ス 、 収 集 、 標 本 ご と の 料

金  

研 究 開 発 成 果 の 共 有  

ア ッ プ フ ロ ン ト 料 、 マ イ ル ス ト

ー ン 料 、 ロ イ ヤ ル テ ィ 料  

製 品 開 発 へ の 参 加  

商 業 化 の 際 の ラ イ セ ン ス 料  バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー を 含 む 遺 伝

資 源 を 利 用 す る 知 識 と 技 術 の 移

転  

生 物 多 様 性 の 保 全 及 び 持 続 可 能

な 利 用 を 支 援 す る 信 託 基 金 へ 支

払 わ れ る 特 別 料 金  

原 産 国 及 び 先 住 民 ・ 地 域 社 会 の

能 力 開 発  

研 究 資 金  生 物 多 様 性 の 保 全 と 持 続 可 能 な

利 用 に 関 連 す る 科 学 情 報 へ の ア

ク セ ス  

共 同 事 業  地 域 経 済 へ の 貢 献  

関 連 す る 知 的 財 産 権 の 共 同 所 有

な ど  

遺 伝 資 源 提 供 国 の ニ ー ズ に 沿 っ

た 研 究 な ど  

注 ） こ れ ら 一 例 で あ る  

 

２ ． ２  ABS 国 際 レ ジ ー ム を め ぐ る 議 論 ： ヨ ハ ネ ス ブ ル グ ・ サ ミ

ッ ト と そ の 後 の ABS 作 業 部 会  

 

2002 年 の ボ ン ・ ガ イ ド ラ イ ン の 採 択 に お い て も 満 足 の い く 結 果 を 得 ら

れ な か っ た 途 上 国 グ ル ー プ は 、 そ の 数 ヶ 月 後 に 開 催 さ れ た 国 連 の ヨ ハ ネ

ス ブ ル グ ・ サ ミ ッ ト （ WSSD ） に お い て 、 再 度 、 法 的 拘 束 力 を 有 す る 利

益 配 分 の た め の 国 際 的 枠 組 み を 提 案 す る 。 そ し て 、 「 ボ ン ・ ガ イ ド ラ イ

ン を 念 頭 に 置 い た 、 CBD の 枠 内 に お い て 、 遺 伝 資 源 の 利 用 か ら 生 じ た 利

益 の 公 正 か つ 衡 平 な 配 分 を 促 進 お よ び 守 る た め の 国 際 的 な 制 度

（ International Regime ） に 関 し て 交 渉 す る 」 こ と が 行 動 計 画 に お い て 反 映 さ

れ た 18 。 こ れ を 受 け て 、 CBD の 下 、 ABS 国 際 レ ジ ー ム を め ぐ る 議 論 が 開

                                                  
18  Johannesburg Plan of Implementation, Report of the World Summit on Sustainable Development, 
A/CONF.199/20 (4 September 2002), Resolution 2, Annex, para. 44(o).  
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始 さ れ る こ と に な る 。  

2004 年 、 CBD の 第 7 回 締 約 国 会 議 は 、 交 渉 を 続 け て い た ABS 作 業 部 会

の 議 題 と し て 、 ABS 国 際 レ ジ ー ム を 関 係 す る 国 際 機 関 と 協 力 し て 検 討 お

よ び 交 渉 し て い く こ と を 決 定 し た 19 。 そ し て 、 2005 年 の 第 3 回 ABS 作 業

部 会 お よ び 2006 年 の 第 4 回 ABS 作 業 部 会 を 経 て 、 締 約 国 は 、 ABS 国 際 レ

ジ ー ム の 性 質 、 目 的 、 範 囲 、 要 素 等 を ま と め た 文 書 案 を 作 成 し た 。 こ の

文 書 案 は 、 合 意 さ れ て い な い こ と を 表 す ブ ラ ケ ッ ト （ [ ] ） が 非 常 に 多 く

挿 入 さ れ て お り 、 CBD の 起 草 や ボ ン ・ ガ イ ド ラ イ ン の 策 定 の 時 と 同 じ く 、

非 常 に 難 し い 交 渉 と な る こ と は 容 易 に 想 像 さ れ た 。 し か し 、 同 年 開 催 さ

れ た CBD の 第 8 回 締 約 国 会 議 に お い て 、 「 2010 年 の COP 10 ま で 可 及 的 速

や か に そ の 作 業 を 完 了 さ せ る 」 旨 の 決 議 20 を 採 択 し た こ と か ら 、 ABS 国

際 レ ジ ー ム （ 新 し い 制 度 枠 組 み ） の 採 択 に 向 け た 議 論 が 加 速 し て い く こ

と に な る 。 そ れ に 伴 い 、 先 進 国 と 途 上 国 の 対 立 も さ ら に 激 し く な っ て い

く こ と に な っ た 。  

2007 年 に は 第 5 回 ABS 作 業 部 会 、 2008 年 に 第 6 回 ABS 作 業 部 会 が 開 か

れ 、 そ れ ら の 成 果 は 同 年 5 月 に ド イ ツ ・ ボ ン で 開 催 さ れ た CBD 第 9 回 締

約 国 会 議 （ COP9 ） に も た ら さ れ た 。 COP9 は 、 ① 目 的 、 ② 範 囲 、 ③ 主 要 な

構 成 要 素 と し て 、 A) 公 正 か つ 衡 平 な 利 益 配 分 、 B) 遺 伝 資 源 へ の ア ク セ ス 、

C) 遵 守 、 D) 遺 伝 資 源 と 関 連 す る 伝 統 的 知 識 、 E) 能 力 （ 開 発 ）、 ④ （ 採 択

さ れ る 文 書 の 法 的 ） 性 質 を 構 成 要 素 と し た 、 ABS 国 際 レ ジ ー ム の 文 書 案

を 採 択 し た 21 。  

特 に 、 ABS 国 際 レ ジ ー ム に よ っ て 利 益 配 分 を 確 実 な も の と す る た め 、

履 行 監 視 メ カ ニ ズ ム と し て の 「 遺 伝 資 源 の 原 産 国 / 出 所 / 法 的 由 来 に 関

す る 国 際 的 に 認 知 さ れ た 証 明 書 （ internationally recognized certificate ） 22 」 や 特

許 等 の 知 的 財 産 権 申 請 時 に お け る 遺 伝 資 源 の 出 所 開 示 の 義 務 付 け は 、 遺

伝 資 源 の 移 動 お よ び 知 的 財 産 権 を 監 視 し 、 利 益 配 分 を 確 実 な も の と す る

た め の 手 段 と な る こ と か ら 、 途 上 国 が 導 入 を 強 く 主 張 し て い る 点 で あ る 。

特 に 、 知 的 財 産 権 申 請 時 に お け る 遺 伝 資 源 の 出 所 開 示 の 義 務 は 、 義 務 違

反 が 認 め ら れ た 場 合 に は 特 許 を 含 む 知 的 財 産 権 を 取 り 消 す こ と も 含 ま れ

て お り 、 特 許 の 進 歩 性 や 新 規 性 と 直 接 の 関 連 性 が 無 い こ と か ら 、 先 進 国

は そ の 導 入 に 反 対 し て い る 。  
                                                  
19  CBD COP 7 (2004) Decision VII/19.D. para.1, 5 and Annex.  
20  CBD COP 8 (2006) Decision VIII/4, para.6.  
21  CBD COP 9 (2008) Decision IX/12. 
22  遺 伝 資 源 の 原 産 地 / 出 所 / 法 的 由 来 の 国 際 的 に 認 知 さ れ た 証 明 書 に

関 す る 専 門 家 会 合 は 、 2007 年 1 月 に ペ ル ー ・ リ マ で 開 か れ た 。

UNEP/CBD/WG-ABS/5/7 (2007).  
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依 然 と し て 多 く の 重 要 な 論 点 に 関 し て 議 論 が ま と ま っ て い な い こ と か

ら 、 締 約 国 会 議 は 、 専 門 家 ら に よ る 会 合 を 開 き 、 さ ら な る 具 体 的 提 案 を

ま と め る こ と を 決 定 し た 23 。 そ れ ら は 、 ① ABS 国 際 レ ジ ー ム に お け る 遺

伝 資 源 の ア ク セ ス と 利 益 配 分 の 遵 守 に 関 す る 専 門 家 会 合 24 、 ② 遺 伝 資 源

の 定 義 ・ 種 類 ・ 形 式 、 生 物 資 源 や 遺 伝 資 源 お よ び そ の 派 生 物 な ど の 区 別

の 仕 方 、 産 業 別 で の 遺 伝 資 源 へ の ア ク セ ス と 利 益 配 分 の 違 い な ど に 関 す

る 専 門 家 会 合 25 、 そ し て 、 遺 伝 資 源 と 関 連 す る 伝 統 的 知 識 に 関 す る 専 門

家 会 合 26 で あ る 。 ま た 、 2010 年 ま で に 、 さ ら に 3 回 の 作 業 部 会 を 開 催 す

る こ と も 決 定 さ れ 、 2010 年 の COP10 に お い て ABS 国 際 レ ジ ー ム に 関 す る

成 果 を 出 す こ と も 再 確 認 さ れ た 27 。  

2009 年 4 月 、 第 7 回 ABS 作 業 部 会 が フ ラ ン ス ・ パ リ に お い て 開 催 さ れ

た 。 第 7 回 ABS 作 業 部 会 で は 、 ABS 国 際 レ ジ ー ム の 「 目 的 」 「 範 囲 」

「 遵 守 メ カ ニ ズ ム 」 「 遺 伝 資 源 へ の ア ク セ ス 」 「 公 正 か つ 衡 平 な 利 益 配

分 」 の 5 つ の 要 素 に 関 し て 議 論 が さ れ 、 特 に 、 目 的 お よ び 範 囲 に 関 し て

は 今 回 の 作 業 部 会 で 文 書 案 を 仕 上 げ る こ と が 目 標 と さ れ て い た 。  

2 日 間 の 地 域 会 合 と 1 週 間 に 渡 る 激 し い 交 渉 の 末 、 各 要 素 に 関 す る

ABS 国 際 レ ジ ー ム の 文 書 案 が 整 理 さ れ た が 、 そ の 過 程 で 、 さ ら な る 対 立

の 顕 在 化 や 新 た な 問 題 の 提 起 な ど が あ り 、 議 論 は 混 乱 を 極 め た 。 第 9 回

締 約 国 会 議 以 降 、 ABS 関 連 会 合 に お け る 成 果 に 不 満 を 募 ら せ て い た 途 上

国 グ ル ー プ は 、 資 源 利 用 国 に 対 す る 新 た な 義 務 的 措 置 と し て 、 知 的 財 産

権 申 請 時 に お け る 遺 伝 資 源 の 原 産 国 の 開 示 の 義 務 化 や そ の た め の チ ェ ッ

ク ポ イ ン ト を 設 置 す る こ と 、 こ の 他 、 資 源 提 供 国 の ABS 国 内 法 の 不 遵 守

の 場 合 に は 知 的 財 産 権 を 取 り 消 す な ど 、 規 制 の 厳 格 化 を 主 張 し て き て い

る 。 ま た 、 利 益 を 最 大 化 す る た め 、 範 囲 に 関 し て は 、 遺 伝 資 源 に 関 連 す

る 「 派 生 物 （ derivatives ）」 お よ び 「 生 産 物 （ products/by-products ）」 も 利 益

配 分 の 対 象 と す る こ と を 主 張 し 、 さ ら に 、 こ れ ま で 利 益 配 分 の 対 象 と し

な い こ と で 合 意 さ れ て い た ヒ ト ゲ ノ ム や 、 新 た に ウ イ ル ス や 病 原 体 ま で

も 利 益 配 分 の 対 象 と す る こ と を 主 張 す る 声 も あ っ た 28 。 当 然 な が ら 、 こ

れ ら の 主 張 は 、 先 進 諸 国 か ら の 反 論 も あ り 、 全 て 合 意 さ れ て い な い こ と

                                                  
23  CBD COP 9 (2008) Decision IX/12, para.11, Annex II.  
24  2009 年 1 月 27 日 ～ 30 日 、 日 本 ・ 東 京 で 開 催 。 UNEP/CBD/WG-ABS/7/3  
25  2008 年 12 月 2 日 ～ 5 日 ナ ミ ビ ア ・ ウ ィ ン ト フ ッ ク で 開 催 。

UNEP/CBD/WG-ABS/7/2  
26  2009 年 6 月 16 日 ～ 19 日 、 イ ン ド ・ ハ イ デ ラ ー バ ー ド に て 開 催 。

UNEP/CBD/WG-ABS/8/2  
27  CBD COP 9 (2008) Decision IX/12, para.2.  
28  UNEP/CBD/WG-ABS/7/8, Annex (2009).  
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を 表 す ブ ラ ケ ッ ト に 入 っ て い る 。  

同 様 の 議 論 は 、 2009 年 11 月 に カ ナ ダ の モ ン ト リ オ ー ル で 開 か れ た 、 第

8 回 ABS 作 業 部 会 に お い て も 主 張 さ れ た 。 第 8 回 ABS 作 業 部 会 で は 、

「 遺 伝 資 源 へ の ア ク セ ス 」 「 公 正 か つ 衡 平 な 利 益 配 分 」 「 遵 守 メ カ ニ ズ

ム 」 「 伝 統 的 知 識 」 「（ 途 上 国 の ） 能 力 開 発 」、 そ し て 、 ABS 国 際 レ ジ

ー ム の 性 質 そ の も の に 係 わ る 「（ 法 的 ） 性 質 」 が 議 論 さ れ た 。 前 回 同 様 、

新 た な 国 際 的 枠 組 み を め ぐ る 交 渉 は 非 常 に 激 し く 、 最 終 的 に は ほ と ん ど

の 部 分 が 合 意 さ れ て い な い こ と を 表 す ブ ラ ケ ッ ト に 入 れ ら れ る こ と に な

っ た 。  

特 に 、 ABS 国 際 レ ジ ー ム の 「 範 囲 」 「 利 益 配 分 」 「 遵 守 」 に 関 す る 部

分 で は 、 先 進 国 と 途 上 国 の 対 立 が 激 し く 、 妥 協 案 が 全 く 見 出 せ な い ま ま

で あ り 、 法 的 拘 束 力 あ る 「 議 定 書 」 と し て の 採 択 す る こ と を 目 標 と し 、

先 進 諸 国 の 遺 伝 資 源 の 利 用 お よ び 関 連 す る 知 的 財 産 権 を よ り 厳 し く 規 制

し た い と 考 え る 途 上 国 グ ル ー プ と 29 、 法 的 拘 束 力 の あ る 制 度 で は な く 、

こ れ ま で 通 り 、 当 事 者 間 の 契 約 よ っ て 柔 軟 に 対 処 す る こ と を 主 張 す る 先

進 国 グ ル ー プ 30 と の 間 の 対 立 は 激 し さ を 増 し て い る 。 （ 対 立 構 造 お よ び

そ の 内 容 に 関 し て は 、 表 ３ 、 表 ４ 参 照 ）  

こ の よ う な 対 立 は 、 生 物 多 様 性 条 約 お よ び ボ ン ・ ガ イ ド ラ イ ン の 起 草

過 程 に お け る 対 立 を 想 起 さ せ 、 枠 組 み の 採 択 を 急 ぐ あ ま り 、 十 分 な 妥 協

案 を 見 出 せ ず 実 効 性 や 一 貫 性 の な い 枠 組 み と な っ て し ま う 危 険 性 を 伺 わ

せ る 。  

 

                                                  
29  ABS に 関 す る 会 合 で は 、 途 上 国 グ ル ー プ と い う よ り 、 （ 遺 伝 ） 資 源 原

産 国 ・ 提 供 国 と し て の グ ル ー プ 分 け が さ れ て い る 。 そ の グ ル ー プ と し て

主 に 、 生 物 多 様 性 の 豊 富 な メ ガ ダ イ バ ー シ テ ィ 同 士 国 家 （ LMMC ）、 ア

フ リ カ ・ グ ル ー プ 、 小 島 嶼 国 グ ル ー プ の 3 つ が あ る 。 こ の 他 に も 、 ラ テ

ン ア メ リ カ 地 域 （ GRULAC ） と し て の 発 言 も あ る 。  
30  ABS に 関 す る 会 合 で は 、 先 進 国 と い う よ り 、 資 源 利 用 国 と 呼 ば れ て い

る 。 日 本 、 カ ナ ダ 、 オ ー ス ト ラ リ ア 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド な ど の JUSCANZ
や 、 EU が そ れ に 当 た る 。 な お 、 先 進 国 の 中 で も 、 ス イ ス や ノ ル ウ ェ ー

は 途 上 国 寄 り の 発 言 を し て い る 。 ま た 、 ア メ リ カ は CBD の 締 約 国 で は な

い の で 、 投 票 権 の 無 い オ ブ ザ ー バ ー と し て 扱 わ れ て い る 。  
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表 ３ ： ABS 国 際 レ ジ ー ム を め ぐ る 各 国 の 対 立 構 造  

 
[ 出 所 ： 筆 者 作 成 ]  

 

略 称 ：  

・ LMMC (Like-Minded Megadiverse Countries) ： メ ガ ダ イ バ ー シ テ ィ 同 志 国 家 。

ボ リ ビ ア 、 ブ ラ ジ ル 、 中 国 、 コ ロ ン ビ ア 、 コ ス タ リ カ 、 コ ン ゴ 民 主

共 和 国 、 エ ク ア ド ル 、 イ ン ド 、 イ ン ド ネ シ ア 、 ケ ニ ア 、 マ ダ ガ ス カ

ル 、 マ レ ー シ ア 、 メ キ シ コ 、 ペ ル ー 、 南 ア フ リ カ 、 フ ィ リ ピ ン 、 ベ

ネ ズ エ ラ の 17 カ 国 で 構 成 さ れ て い る 。  

・ GRULAC （ Group of Latin American and Caribbean Member States ） ： ラ テ ン ア メ リ

カ ・ カ リ ブ 諸 国 の 総 称 。  
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表 ４ ： ABS 国 際 レ ジ ー ム に お け る 知 的 財 産 権 を め ぐ る 主 張  

特 許 の 出 願 時 に お け る 遺 伝 資 源 お よ び 関 連 す る 伝 統 的 知 識 の 出

所 開 示 の 義 務 化  

義 務 化 に 反 対  
条 件 付 き で 賛

成  

出 所 開 示 の 義 務 化 、 強 い 制 裁

制 度 が 必 要  

JUSCANZ

（ US は 非 締

約 国 ）  

EU  ノ ル ウ ェ ー ・

ス イ ス  

LMMC ・

GRULAC ・ ア

フ リ カ グ ル ー

プ  

・ 出 所 開 示 等

の 特 許 に 関 す

る 点 は 、

WIPO 、 TRIPS

で 議 論 す べ

き 。  

・ 国 際 認 証 制

度 は 費 用 対 効

果 の 面 か ら 疑

問 。  

・ 契 約 の 遵 守

が ABS 遵 守 の

効 果 的 手 段 で

あ り 、 証 拠 で

あ る 。  

・ 出 所 開 示 の

対 象 は 遺 伝 資

源 に 基 づ く 特

許 申 請 の み で

あ り 、 製 品 承

認 に 対 す る 出

所 開 示 は 対 象

外 。  

・ 伝 統 的 知 識

に 関 し て は

WIPO の 議 論 と

重 複 す べ き で

な い 。  

・ 出 所 開 示 は

特 許 性 に 影 響

を 与 え な い 範

囲 で な ら 可

能 。  

・ 出 所 開 示 を

し な い の は

「 不 正 利 用 」

と な り 、 民

法 ・ 刑 法 ・ 行

政 法 で 制 裁 を

課 す べ き 。  

・ 遺 伝 資 源 /

伝 統 的 知 識 の

不 正 利 用 を 防

止 す る た め 出

所 開 示 の 義 務

付 け は 必 須 。  

・ 出 所 開 示 を

し な い 、 原 産

国 の 国 内 法 を

遵 守 し な い 場

合 は 、 特 許 を

取 り 消 す べ

き 。  

 

お わ り に  

 

遺 伝 資 源 の 利 益 配 分 と 知 的 財 産 権 を め ぐ る 問 題 は CBD 起 草 当 時 よ り 、

約 20 年 間 、 先 進 国 と 途 上 国 の 間 で 主 な 争 点 と な っ て き た 。 こ の 間 、 途 上

国 は 繰 り 返 し 妥 協 を 強 い ら れ て き た と 感 じ て お り 、 国 内 法 に よ る 自 国 の

遺 伝 資 源 の 保 護 や 、 遺 伝 資 源 へ の ア ク セ ス 規 制 の 強 化 、 知 的 財 産 権 申 請

時 に お け る 条 件 を 強 化 す る こ と で 、 利 益 配 分 を 確 実 な も の に し よ う と し

て き た 。 そ し て 今 日 、 途 上 国 は あ ら ゆ る 国 際 フ ォ ー ラ ム に お い て 遺 伝 資

源 の 利 益 配 分 と 知 的 財 産 権 申 請 時 に お け る 原 産 国 の 開 示 等 を 主 張 し 、

ABS 国 際 レ ジ ー ム へ の 大 き な 流 れ を 作 ろ う と し て い る 。  
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実 際 、 途 上 国 が 提 起 し た WTO に お け る TRIPS 修 正 案 や 、 WIPO に お け る

伝 統 的 知 識 の 保 護 に 関 す る 規 定 案 に 関 す る 議 論 は CBD と の 関 連 性 に 言 及

し て お り 、 ま た 明 示 的 に CBD の 遺 伝 資 源 お よ び 伝 統 的 知 識 へ の ア ク セ ス

お よ び 利 益 配 分 に 関 す る 規 定 の 遵 守 を 目 的 と し て 主 張 し て い る 国 も あ る 。

遺 伝 資 源 の 利 用 と 知 的 財 産 権 が 密 接 に 関 連 す る 今 日 に お い て 、 こ の よ う

に CBD に お け る ABS の 議 論 と TRIPS 、 WIPO に お け る 知 的 財 産 権 を め ぐ る

議 論 が 相 互 に 関 連 す る こ と は 、 あ る 意 味 必 然 で あ る と も い え る 。  

し か し な が ら 、 ABS 国 際 レ ジ ー ム は あ く ま で CBD の 下 で 議 論 さ れ て い

る も の で あ り 、 そ の 内 容 は CBD の 目 的 で あ る 「 生 物 多 様 性 の 保 全 」、

「 生 物 多 様 性 の 構 成 要 素 の 持 続 可 能 な 利 用 」、 お よ び 「 遺 伝 資 源 の 利 用

か ら 生 じ た 利 益 の 公 正 か つ 衡 平 な 配 分 」 に 適 っ た も の と す べ き で あ り 、

知 的 財 産 権 の 制 限 を 目 的 と す べ き で は な い 。  

ま た 、 日 本 や EU な ど の 先 進 国 が 提 唱 す る よ う に 、 利 益 配 分 の メ カ ニ

ズ ム に 関 し て 、 セ ク タ ー 別 で の 実 体 の 違 い を 考 慮 し た 、 実 践 的 な 制 度 を

検 討 す る 必 要 が あ る と 考 え る 31 。 同 様 の 指 摘 は CBD の 専 門 家 会 合 で も 検

討 さ れ て お り 、 産 業 別 の 国 際 的 な 自 主 的 行 動 規 範 や 最 良 事 例 の 検 討 が な

さ れ て い る 32 。  

セ ク タ ー 別 ア プ ロ ー チ と は 、 農 作 物 、 天 然 創 薬 な ど の 医 薬 品 、 化 粧 品

な ど そ れ ぞ れ の 産 業 で の ア ク セ ス の 実 態 と 、 商 品 化 さ れ た 場 合 の 利 益 率

な ど の 違 い を 踏 ま え て 、 各 セ ク タ ー で 個 別 の 利 益 配 分 の 枠 組 み を 議 論 す

る と い う も の で あ る 。  

例 え ば 、 種 子 や 園 芸 な ど の 農 業 分 野 の 場 合 、 医 薬 品 や 化 粧 品 産 業 と 比 較

し て 、 新 し い 遺 伝 資 源 へ の 依 存 度 は 低 い 。 こ れ は 、 農 業 分 野 の 場 合 、 現

在 商 品 化 さ れ て い る も の の 多 く が 、 既 に 産 業 が 収 集 し た 遺 伝 資 源 を 利 用

す る こ と に よ っ て 開 発 を す る こ と が 可 能 で あ り 、 新 し い 遺 伝 資 源 を 見 つ

け 出 す 必 要 性 が 低 い か ら で あ る と 指 摘 さ れ て い る 33 。 こ れ に 対 し て 、 医

薬 品 や 化 粧 品 産 業 の 場 合 、 商 品 開 発 に か か る 時 間 と コ ス ト は 大 き い が 、

特 許 か ら 得 ら れ る ロ イ ヤ ル テ ィ な ど の 金 銭 的 利 益 は 大 き い 34 。  

                                                  
31  UNEP/CBD/ABS/GTLE/1/2/Add.1 (2008), submitted by Japan.  
32  産 業 別 の ABS 実 態 に 関 し て は 、 Sarah Laird and Rachel Wynberg (2008), Access 

and Benefit-Sharing in Practice: Trends in Partnerships Across Sectors, CBD Technical Series No.38, 
CBD Secretariat 。 ABS に 関 す る 自 主 的 な 行 動 規 範 の 例 に 関 し て は 、

UNEP/CBD/WG-ABS/7/2 (2008), appendix 参 照 。 ビ ジ ネ ス 手 法 お よ び 事 例 に 関 し て

は 、 Good Business Practices and Case Studies on Biodiversity, submitted by European Federation of 
Pharmaceutical Industries and Associations (EFPIA), UNEP/CBD/ABS/GTLE/1/INF/1 (2008) 参 照 。  

33  Sarah Laird and Rachel Wynberg (2008), Access and Benefit-Sharing in Practice: Trends in 
Partnerships Across Sectors, CBD Technical Series No.38, CBD Secretariat, pp.15-18.  

34  香 坂 玲 、 本 田 悠 介 （ 2009 ） 「 生 物 多 様 性 条 約 に お け る 遺 伝 資 源 の 利
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こ の よ う な 産 業 別 の 特 色 を 踏 ま え 、 今 後 は セ ク タ ー 別 に 、 遺 伝 資 源 の

利 用 と 利 益 配 分 に 関 わ る 実 態 と リ ス ク 認 識 の 把 握 と 分 析 を 行 な い 、 国 際

議 論 に 備 え て い く こ と が 急 務 と な る で あ ろ う 。 た だ し 、 農 業 の 多 様 性 を

巡 っ て は 、 FAO は 「 生 産 」 （ あ る い は 「 持 続 可 能 な 利 用 」）、 Bioversity 

International は 「 遺 伝 子 」 と い う よ う に 、 組 織 の 主 要 な 関 心 事 が 分 化 し て

い る こ と も 、 総 合 的 な 対 策 を 難 し く し て い る と い う 生 物 多 様 性 条 約 の 関

係 者 の 指 摘 も あ る 。 今 後 は 、 条 約 の 実 施 や 制 度 設 計 に 当 た り 、 組 織 や 制

度 の 整 合 性 や 整 理 と い う こ と も 重 要 と な る で あ ろ う 。  
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